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水稽の芒相につ’いて（第＿報）

教　授　　　高　　野　　圭　　三

On曲e　A、㎜　Syste唖　i1Rice－P1汕七　（N似　1）

　　　　　　Pro免ssor　（lf　CroΨs

　　　　　　　　K．TAKANO

I鰭　　　　奮

水稻は栽堵の超原古く、且栽堵面積も廣大である。從つて各地方に分布している晶種も極

めて多く、その形質形態は多種多様である。最も著しい形質の二つである芒は水稻晶種の分類

上常に対象となるものである。

　芒の着生の様相は極めて復難なものであるが箪に定性的に示されるのが普通である。定量的

基準がないので商ある研究者の「多少」「長短」は他のそれと必すしも一致していない。從つ

て晶種D特性記載上商或は実験遺簿学上不都合を感する事が少くない。

　筆者はr芒長」と「芒率」から構威されるr芒相」を用いて芒の様相を明かにしようと試み’

た。芒長とは秤先から先端までの長さ滝芒卒とは1穂D匂芒籾に対する全級の比で現すこと＼

した、こふに云う「芒相」とは繕の芒に関する容貌とも言うべきもので年と場所の相違によつ

て芒長や芒率に変化の見られることもあるが竜本論では考慮外とした。この両者からなる一つ

の秩序を「芒相」と云う薪たな観念から晶種固有の芒の相貌を確認して分類の墓準を得るを目

漂と’した。

　本調査を施行するに際して懇篤な指導と助言を賜わり、且本稿を草するにあたつて嚴正な校

闘を辱うした恩師元京都大学敦授竹崎障士に深甚な感謝の意を表する。叉数々の助言を賜わり潅

種子の分譲方をも快諾された京都大学致授香川博士単助致授赤藤簿士に深謝する。本研究室講

氏殊に松本信已氏の授助に感謝する。

w樹斜些調奮宥銭

（1）材　　　　料

　本調査材料の麓子は京都大学農学都育種学研究室研究圃場（京都市）産のものである。同研

究室で保存1滝栽増申の水稻は全閲各抱はもとより朝鮮、台湾勇ハワイ、北米加州等から取寄せ

られた1400余品麓である。從つて各府縣奨励晶種を1はじめ滝多数の在來種洩特殊稻曳騎型稻等

※　島根縣立農林專門掌陵作物1育種研究窒業績　　第1号
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を含んでいる。筆者は曾つて同研究室に勤務中諸晶踵の形質の一部について調査した。

　これらの内138品種を昭和24年滝本校研究圃場（島根縣盆田町）で慣行法によつて栽培した。

即ち栽植密度は1尺×3寸、1株1本植初その他の栽増條件も出來るだけ等しくする様滝作業

は極めて丁寧且平等に行う様に注意した。

　1品種当1）調査個体干均25個体であつたが洩取扱の不注意によつて調査測定されたものは20

個体内外帖少きは10個体のものもあつたが、これは芒相の決定に著しく不都含をもたらすもの

ではないと信する。

　（2）調董方溝

　（昼）嬢嘩鶴　個体の芒長及び芒率を最も正確に示すのは個体の総穂に亘ることであるが、

多数の材料を処理する場合には実行困難である、依つて竹崎、赤藤氏等と同様個体の1穂を選

び代表として調査しこれを襟準穂とした・各株につ　　　㌧1圃一穂列棲弐圏

きその品種が大多数を占め、最も完全に発育してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工るものを用いた。

、昼）麟擁型一穂の芒相を定めるには標準　　㌧、．。

穂の敏に着生している全芒についての調査が望まし

いのであるが山では処理を簡軍にする為に一穂皿㌻未／卜1111㌫繊

のある特定泣置の級の芒を標準芒とした。一般に各　　　　　摩頂

搬ではその最先徽娑無芒であればその枝極にあv＼、1

る他の粗は無芒である。然し乍ら他の粗が無芒でも　　　　　．イ

最先轍の有芒の／の1狐依つて芒長の調査にW㌻

は各枝慶共最先端叡の芒を標準芒とし、その長さを　　　　　一弟

饒二ぶぶ㌣㌶tゴ、㌻
構した・更に一穂ξ箪位として考える場合、各枝梗

標準芒長の技梗順位によつて現はされる芒の範犠を　　　　　　　　　　（ム）　（む）

r枝梗位芒型」と呼ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　B　　　C

　（C）繧拳芒撃　一穂申の有芒靱に対して全部の級の比で示された穂の芒率が最も正確と考え

られるが、芒長の調査と同様、ある特定の一部分を調査して至穂の有芒程度を推卸するこ’とが

出來れば趣めて好都合である。皿の②に述べる様にこの特定部分として第一枝梗第一小枝稜

を用いてもこの調査には大した差は起らなかつた。小枝槌に着生している級は一般に5～7靱

である・先端から第五位迄は各品種を通じて殆んど100劣着生しているが滴第6泣は79％偽第7位

は3夕6着生しているにすぎない。これを第　表に示した。敏つて第一枝梗滴第一小枝梗の第5

※本調査の範囲内で第一標準芒が鉦芒にして洩それ以外に短芒を有するものが3晶種あつた。この3晶種’
　　については芒相の決定を保留した。
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第1表 第一枝穣、第一小枝梗の位置別による

芒の着生朕況　（％）

粗位
、

ユ 雲 3 垂
’

5　6　6 7晶種名

二　期　稻 100 100 ヱ00 ユ00 ユoO 93 11

早、七七号 コ00 ユOO ユOO ユ00 ユO○ 7些

2
江　州　綴 五〇〇 ユOO ユOO 1OO ユ00 74 O
保　　　村 ユOび ユOO 100 ユ00 】OO・ 69 0
L赤毛三晋 コOO ］OO 100 ユ00 98 85 2

卒　　　均 100 コOO ユ00 コOO コOO 79 3

位迄の級5粒につい

て有芒粗の比率を

r標準芒率」とした。

（第1図AぶO参照）

盟　調澄威：績些そ⑳護察

（1）：替嚢聖と書三菱貫

　（貝）芒型　全品種に亘つて第一標準芒以下各漂

準芒の芒長調査により枝稜位芒型を概括すれば弐の3

芒型に分つことが出來る。即ち第一漂準芒長に較ぺて
　　　　　　　※
下竿部の擦準芒長が

　　け）著しく長くなる場合

　　（口）略等しい場含

　　州著しく短くなる場合

であ肴・第二図俸のこ關係を示したもので第一標準芒

長が2c皿内外のものである。　（第3図及附表ユ喝2参照）

、（B）芒額　　同一芒型については第一漂準芒に長

短の区別がある。これらを各芒型にういて区別分類し

括めて第2表に示した。これから明かな1様に各芒型は

更に2或は3の「芒類」に分けられる。貝防芒型1から

O・7cnユを界キして2芒類（丁洲）を・芒型2からL1㎝ユ

及び2・9c皿を界として3芒類（丁猟L）を為芒型3から

2・9c瓜を界として2芒類（凡L）を得た。

第ユ圃

亙

巫

皿

　盟

　遜

畷

　猛

暖夏

梗0
　ひ伽。

枝艇任芭製（M芭頚》

10　　■0　　30　　4ク

※　一般の品種はユ0稜梗或はそれ以内である。以上のものもあつたが調査はユ0枝綾迄に止めたら



第2表 芒類型による品種分類表 （数字は品種審号）

べ
T

｝工

計

級

CIn
0．0

0．2

0，4

0．6

0．8

1．O

ヱ．2

1．壬

工．6

ユ．8

2．0

2．2

2．4

2．6

2．8

3．0

3．2

3．4

お．6

3．8

4．O

垂留

4．4

4．G

垂．8

5．0

5．2

5．4

5．6

5．8

6．0

6．2

6．4

C皿圧

ユ

62，ユ壬5フ207

38，　55，67，70，コ24，144，171
二｛⑰，　64，　71，133

1鴉，ユ27
88，126

ユ25，ヱ30，コ62

　2，蝸5

23

60，ユ80言200
コ］2

74，174，ユ8工

28，53う87，97μ02，工75争222

　　　　　　　　　　　　　ユ36
63　　　　　　　　　89，105
姐，艶，ヱ28　　　　　　　　27
85，90，　⑨2，　93うヱ勇5　　　　　　　　　　　ユ1ユ

9壬・98・ユ07・u郭・捌うユ32，ユg0・208、蝸

83，86　　　　　　　　棚，2n
g1ヲ173　　　　　　　　3，1ユ5
　　　　　　　　　　　　　n嵩，H6，ユユ8，196

31，　33，ユ9嵩

22

57，109，〕37
120
コO壬，ヱ86，2ヱ6

雀6

玉67

コ39

58，て64

　ユ，趾7

200，218，219
蝸7

u0
ユ06

ユ6，コ08

122

29

計

28

銘

蝸

98

（C）芒頚製　芒の長さに関する二面の相違を一体として表現する爲にこの芒類と芒型を

結合して「芒類型」とする。芒類と芒型を組合したこの一連は芒相を稿明カ・にするものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※．
即ち丁・・～丁・1～L・・～L。の7芒類型を得た。これに無芒種（1。をカロえて8芒類型となる。

各芒類型別に数晶種を例として各枝梗芒長を第3表及び第3図に示した。

．※無芒種はユ8晶種あつた。
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c･'.38 

6.36 
7.26 
8.03 
8.3.~', 

8.5~ 
,Q:)'66 

Q 9t~ o,~)v 
8.30 
'Qo'2') 

100 
gg. 

114 
12~ 
1 ~2 

l 34 

1 36 

131 
130 
l 29 

13q* 

~ ;/ 7" 

~/~ 
*
~
 * ~~ 

a 

:1" ' ~~,._~+ 

3 . .r) ,*:_; 

4.08 
,~.94 

5.4~~8 

5.4~ 
5.22 
5.04 
5.55 
5.45 

b
 

i O(J~ 

l 04 
1 Iq._ 

1"_'*~*-. 

l 5~ 

15g 
l 54 

147 
161 
15g. 
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第・図芒型の比較晦篭箪掌搬ま猪指数で示す）
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（2）菩　　　　牽

以上の芒類型だけで芒の様相牽表現するには充分でない。芒類型の外に更に秘の有芒のもの

と無芒のものとの比率即ち芒率をも蹄せて考察すれば更に芒相を明かに現はし得るであろう。

一般に第一小枝梗では1靱が無芒の時は第2位葛2楓が無芒の時は第2徳3位、3籾無芒の時

は第2，3，4位、4靱無芒の時は第2為3漆4，5位が無芒である。

　第雀表で第一枝梗第一小枝梗の各位置別の芒の有無に関する調査結果を（十）（一）で示した。

ある品種中、ある個体のある節位の靱の芒の有無を調査し大竿の個沐の占める型をその位置の

型として表はしたものである。從つてある・品種のある節位が（一）とあつても、その晶種のあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
る個体のその範泣は有芒の場含もある。この関係を更に詳紬に調査するために各枝梗第一小枝

梗の5租の芒の有無に関して調査し百分率で示した。前者の（一）の位置でも後者で帥劣も有

芒の品種もあつたが鴫むしろ例外的で大部分は多くても30％・内外であつた。更に1穂全粗の芒

率と前2者の芒率は路干行的に密接な関係があるものと認められた。從つて凛準芒率によつて

ある晶種の芒率を1推定して誤りないものと考えた。標準芒率の高低に瞳つてd・・d・l　d・l　d・l　d

dωの「芒率級」を設置した。　　　　（第エ図喝B轡O参照）

…※　互，盟うY，珊事x，の5稜綾を用いた。

sokyu
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第唾表 芒率とヱ穂芒率との関係．

品　　　種

N⑰．

　　106

　　コ93

　　1工3

　　ヱ2ユ

卒均
　’ユ20

　　ユ葡

　　208

卒均
　　ユ36

　　63

　　工〕2

耳：均

　　ヱ05

　　ヱ07

　　工62

　　97

平均
　　ユ23

　　200

平均

　　4
　　5
　　29

卒均

名

二期稽

早一七号

　黒

坊主濡

江州券需

赤嬬

保村
房吉×
高野坊圭

大師綴

出雲早生

渡島嬬

字兵衛

女　黒

爾井縞

五反穂

竹蓬
早一五六

大場早

豊後
自坊圭

第一稜顧第一小枝梗
位置別芒の有無

ユ　2　3　4　5

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十　　　　　十　十

十　　　　　十　十

十　　　　　　十　十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

芒拳

100

三00

王00

100

コO0

80

80

80

80

80

60

60

60

60

垂0

40

唾0

40

垂0

20

20

20

　0

　0

　0

　o

芒率に
関する

記號

金稼梗第一小稜梗位
置別芒率

1　2　3　雀　5

d5

〃

〃

〃

〃

a4

ク

〃

〃

〃

d3

〃

〃

〃

由

〃

〃

ク

〃

d工

〃

〃

d0

〃

〃

〃

　ユ00　ユ00ユOO　ヱδO　－OO

　ユ00　　80　100　　96　工OO

　ヱO0　180　王00　100　ユ00

　コ00　ユ00　ユOO■コOO　i00

1　ヱ00　　90　工O0　　99ユOO

　ヱOO　05697ユOO

　エO0　　27　　83100コ00

　王O0　　33　　87　　97　五00

　ヱO0　　63　　63　　97　　97

　工00　　3ユ　　72　　98　　99

　ユ00　　　3　　〕3　　57　　90

　930376697
　ヱ00　　20　　46　　60　　9工

　9883261．93
工OO　Oユ77790
コO0　　0　　ヱ4　　b垂　　95

ユOO　　O　　ヱ1　　80　100

9五　〇　0　9　鍋

980五ユ5583
鵬　　0　3　3　コ3

鴨　O　O　0　3

8皇．0　2　2　8

　0　⑰　O　O　0

　7　0　0　0　0一

ユO　O　O　0

　6　0　0　0　コ

〃

卒均

　一〇〇

　．95

　96
ノエO0

　98

　7ヱ

　82

　83

　8壬

　80

　53

　59

　63

　58

　57

　53

　58

　29

　蜘

　22

　161

　19

　　0
　　ユ

　　2
　　ヱ

1穣

芒率
芒類型

L3L

L2

皿工3

蝸’

L2

L2

恥

｝工2

ム征3

皿2

T2

仙

皿2

皿ヱ

T2

狐
丁2

Oo

〃

〃

〃

3）芒　　　掘

　全晶種は枝梗位芒型によつて3竜2，1の3芒型竜第一擦準芒長によつてし為凧中丁の3芒類に分類

出來た。郎ちL。喝L・滝肌、州。為帆凌丁。、丁エ及びOoの8芒類型亡ある。更に芒率級によつてd5，d。、

d・喝d・、d1滝d・の6種に分けた。これらを綜合組含した垂8種が出現する筈であるが実際に分類さ

れた芒相は20であ’つて第5表に示した。

sokyu

sokyu



’8

第5表　　芒相 一覧　表 盟蟄褐垂晶種
　　級マ　　　　　d5
芒類型＼

L3

L2

■五3

｝工2

亙1　撞

dユ d3 d。

工13d5

｝
一　　　　山｝　一

L2d5 Lコ山 L2d3

1
■
・
’
…
　
　
　
　
　
㎞
’
一

狐a5 恥山 玉亙㍗～ 班3d

泌｛ xヨ山 挑昼3
亙
・
1
＆
　
一
’
■
山
一
｝
’
…
　
　
　
　
　
　
　
…
一
亙
て
d
ユ

T2

Tユ

Oo

Tパ蓬

私d2

亙ゐ

風dユ’

・、・、1

丁玉d21

d。’

醐パ1

Tパ1

丁豆昼1

　　　　同一品霞内でも芒類型或は芒率級
do

　　　に多少の褒化が見られた。從つて芒

　　　類㌔芒型及び芒牽級を個々に関連な

　　　く観察するときにはどの型に属する

　　　かの決定は容易でなかつたがこれら

　　　を綜合して考察する時竜芒相Q区別為

　　　決定には著しい困難を感じなかつた。

　　　第一擦準芒長或は芒率から特異在も

　　　のは見当らな刀り疋が枝梗泣芒型か

　　　ら決定を保留したものがあつた。各

　　芒相について2．、3の品種例を示1．

　　たのが第6表である。

Oo　do

Y 嚢

　1　島根農專研究醐場で昭和24年栽培した水稻138品麓を用いて冷それらの芒稲を調査した、

　2　「芒稻」とは「芒長」と「芒率」から構威される芒の様楕である。芒長は秘の蒋先から先

端迄の長さ一芒卒は1穂の目1二叙に対する全概の比で示した。

　3棲準芒早として各　　．　第6表芒絹別品種例’
技梗の先端組の芒長傭穣一

準芒率としては第一枝梗

の第一小技梗の第5位迄

の籾の有芒の比率を用い

た・更に1穂を箪位とし

て各標準芒長と枝梗位と

の関係を枝梗泣芒型とし

た。

　4　全品種は枝槌位芒

型によつて舎型3匁2，1

に鴻第一標準芒長によつ

てL、肌セTの3芒類に分

芒　相

L3d5

L＾5

L2d4

L2．d3

恥d5

班3山

皿3d3

恥a2．

皿2d5

皿2d4

品　　　種　　　　名

赤毛洩二期稻俺瑞穣

早七七号、二本三喝三國一

江州籍、赤嬬鷹髪

和歌山芒自

黒袖山崎矯㌧水口

保村

大師鼠愛園

一六号滴離町為玉の尾

巾着喝栃木荒木一氏白嬬

早七一号喝早九○号喝八東穣

芒　相

ム征2d3

必d2

軌d2

皿ユd1

T2d3

T2d2

T2d1

T工d2

T1d1

Oodo

1品　種　名
出雲早払自玉変㌔茂卒綴

嬢町一暑為改臭自玉狛グミ矯

爾丼縞喝成閏

竹造ポ衣笠早生

薩島繕

五反穣滴高崎坊主劾茂里

早一五六晋滝尾張線鈴成

笹劾小ぺ払コボレ

東京穣喝鍋島鴻前澤

豊前穣鴨竹氏群益

sokyu

sokyu
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けた。　この芒類と芒型を組合した一連を芒類型と呼び、五・。、Lコ、｝工。、X2、迅亨丁。、ハ冷1）。ρ8芒類

型を得た。

　5芒率によつて芒率級d。、d。言d。葛d。滝（i、、d。の6種を得た。

　6　芒類型及び芒率級の綜合的考察によつて、玖の20芒相を得た。靱ちL．d。、L・d5，L．d。葛

L・・い｛・d“征・d払｝臥班・d・・｝f・1いI・・いI・・い征・1い五八皿・dhT・d・・T・d・、T・㌦TムT・dh

Oo（…oであるo

　7　芒相の決定されたものは116品種で洩他の2堀種は多少の疑間があつたので沌その決定

を保留した。これらの申には更に新しき芒相を設置するに足ると推定されるものも2，3あつ

た。

　8　芒相に及ぼす環境の影響については考慮外とした。

V亙参　’考　寛　醸

1　A1狐ユタ肌　　・The　prob1e皿ユof　r三ce1）ree昼ing　w鮎spec蝸1危o　Bib班狐d　Or三ss訟

　con砒｛o帆　Ag曲・LiYe－sも0Gk螂　L193L

2　A醐n由n，肌　E脆碗of　enマironnユe皿也of酬伽ing　i皿rice西CuL　Sci．2偲ヱ934．

3　　Il［馳豆g～J優αNo亡e　on曲e　inhe圭i七鋤ce⑪f　ch軌醐c亡ers　in　p塾aay．Cey1on　J（）ur．Sc三、

　SecむA・（Bpも・）ヱ2ぺ19361

4　　Jones。　工　、帆　　ユ）is虹ibu拭⑪n　of　馳n亡hocyan　p三g肛〕en亡s　虹　rice　マ塾疋ie虹es．　Jou丘

　A㎜肌S帆Agron．2L．ユ92氏

5亙en伍o1泓，N．B．As亡uayof曲e三nher油nceofbe鮒aeanessofriceh五na亡u聰1

　hybr三a．一ph11i｝）P．Agr虹Re兄　15何工9軍乳

6　Se曲三，R理I・。Se曲i，B．L，and班ehも＆、T，R．Awne由ess馳a油血her五も鋤c魯

1・け1阻M1独J・肌Ag亙i軌S・ilい937邊

7　竹崎嘉徳　大麦の芒長及び穂長の遺偉形式を論レその華偉箪位の量的支配贋の算出に及

　ぷ。農事試験場報告46号冷1927

8　赤藤　克已　　　　箪遺偉の研究第1報、第2報　遺侮学難誌別巻第1号　　i9壬7

g　岩槻信治　　　　稻咋改良精諭　　　　搬（1

11）川上　三郎　　　　作物栽培学　　　　　1927

11永井威三郎　　　　日本稻咋講義　　　　1926

12長尾正人　　　稻の遺偉と育蟹　　　1936
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Sullllllarv 

( I ) The_ al._rthor studied t.he awn-system of ric,e plant uPon 138 varieties which 

were rais*-d on the experinlental Plot belong)ed to the "~':,~~hil~nane agricultul'al and 

forestry colleb_.cFe in 1949. 

( 2 ) 'l~he awn-sy,~tenl was showed with the length of awn ancl the ratio of the glumes 

havmg al~rns to all glumes in all ear. 

(3j 'l'~j the detelnam~!tlon of the stancla}'d awn-1ength ancl the standard ratio of 

awn dlstnbutln of ea( h eal the a~vn length of the glume ul tip of the eac,h 

secondary-P'ani(3le on an e'.~r ancl the ratio of that the ,glump-s coLmting fron~ the 

first to_ th.e fifth at the first secondary'panicle of a,n ear~ ~ave awns was used 

respectively. And he investigated the aspec,t of variation of awn-1eng'th ac'.or4ing' 

to resPec,ti¥Te order of seGondary-panicle 

(4) Based f_'n this ~spect of variation of' awn-1eng'th and the ~.~'tandard awn-1ength 

of the g'lllme in the tip of first seconda,ry-panic,Ie, he bvr,,uPed I 'v~8' varieties into 

three f_Frnls: ' 3, ~~, I , and tl"j.ree classes: L. 1~~, T, s**verally~ 

By me,~ns of (i(-)mbining these forms and classes, the fornl of awn-len(yhgth . ¥~ras 

L3' IJ2' I~/r3' ~~<,, I~11' TL' T1' Oo' detcrmine+'1 : 

(5) Uporl the ratio of awn-distribution, six sorts d5' d4' d3' d2' dl' clo were 

obt ained. 

C 6 ) By the syl~Ith etic observation ; twenty a~vn-systems showed follo~ving - was recog-

mzed - IJ3d5' Lfl5' L2d4' LJd3' M3c':1~' M3ds' ~"I3d3' M.",dL' M2d5' M2d~' M2d3' ~~2d2' 

'Mld., ~~1cll' T2d3' T2d2' T2c_11' Tld., Tldl' Oof_~o' 

( 7) In this paper, the variation of the awn-system affrec',ted by the diffelence of 

enviroinmental conditi,,_n was put out of my consicleration. 

He has believed to exist a few of a~~Tn-types in addition to those of twenty 

¥vic',h har_1 been recognized alr~:ady, by furtl~er investig~ting many more varietl~es. 
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